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６月７日 ２０年度総会と第８回ホームカミングは２００余名が参
集、薗口理事長を初めてお迎えして盛会裏に終了――病気
療養中の鐵野会長に変わり遠藤副会長が代行を務める――

　
　

年
度
の
城
北
同
窓
会「
定
時
総
会
」

２０
は
、
本
年
６
月
７
日
、
本
校
大
講
堂
に

お
い
て
２
０
０
余
名
の
参
加
者
の
も
と

薗
口
穣
理
事
長
、
帖
佐
正
雄
学
校
長
、

下
島
弘
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
お
迎
え
し
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

始
め
に
、
佐
藤
武
久
幹
事
長
（
９
回

生
）
の
司
会
で
遠
藤
隆
司
副
会
長
（
７

回
生
）
が
、
病
気
療
養
中
の
鐵
野
善
資

会
長
（
７
回
生
）
に
変
わ
っ
て
、
会
長

代
行
の
承
認
を
得
て
挨
拶
に
立
っ
た
。

　

鐵
野
会
長
の
病
状
報
告
が
簡
単
に
あ

っ
た
後
、
今
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た

近
藤
基
金
の
再
開
や
大
町
山
荘
改
築
事

業
へ
の
協
賛
と
、
ま
た
新
し
い
規
約
の

も
と
で
の
活
性
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
告
げ
ら
れ
た
。
特
に
、
鐵
野
体

制
路
線
に
沿
っ
て
同
窓
会
、
学
校
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
３
者
が
協
調
性
を
は
か
り
、
な

お
同
窓
会
活
動
が
母
校
の
発
展
に
貢
献

す
る
こ
と
が
第
一
義
で
あ
り
、
本
会
に

薗
口
理
事
長
が
出
席
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
正
に
こ
の
目
的
に
沿
う
も
の
で
あ
る

と
強
調
し
た
。

　

次
に
、
薗
口
理
事
長
（
同
窓
会
名
誉

会
長
）
よ
り
同
窓
会
か
ら
の
助
成
、
並

び
に
会
員
か
ら
の
募
金
に
つ
い
て
感
謝

の
意
が
述
べ
ら
れ
た
。
な
お
、
３
万
人

を
超
え
る
同
窓
会
員
は
本
校
の
誇
り
と

近
藤
薫
明
先
生
の
お
名
前
が
光
り
輝
い
た
日

会
長
代
行　

遠
藤　

隆
司（
７
回
生
）

事
長
と
お
見
舞
い
に
駆
け
つ

け
た
の
で
す
。
腹
部
の
大
手

術
を
終
え
た
ば
か
り
の
５
月

　

日
で
し
た
。
そ
の
後
は
、

１４体
力
回
復
の
た
め
に
越
後
湯

沢
の
静
養
先
で
養
生
に
努
め

て
い
る
と
い
う
の
が
会
長
の

現
在
の
状
況
で
す
。

　

そ
の
さ
中
の
６
月
７
日
、

　

年
度
の
総
会
と
第
８
回
ホ

２０ー
ム
カ
ミ
ン
グ
は
私
が
会
長

代
行
を
務
め
、
無
事
終
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
出

席
く
だ
さ
っ
た
会
員
皆
様
は

じ
め
、
各
担
当
役
員
の
ご
協

力
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
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来
年
の「
定
時
総
会
」と
第
９
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
の
お
知
ら
せ

　

日　

時　

平
成　

年
６
月
６
日（
土
）午
後
３
時　

分
よ
り

２１

３０

　

会　

場　

城
北
学
園　

講
堂

第
９
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
の
ご
案
内

場
所‥

城
北
学
園
地
下
大
食
堂（
総
会
終
了
後
開
催
）

　
　
　
　
　

記

　

鐵
野
体
制
路
線
が
軌
道
に

乗
っ
て
、
１
年
目
に
入
っ
た

頃
で
し
た
。
鐵
野
会
長
か
ら

「
腰
痛
が
酷
く
て
、　

日
の

１４

す
。

　

今
回
は
、
初
め
て
薗
口
理

事
長
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
有

意
義
な
総
会
と
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。
同
窓

会
か
ら
大
町
山
荘
改
修
へ
の

助
成
金
は
じ
め
、
皆
様
か
ら

の
温
か
な
寄
付
に
対
し
て
謝

意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
、
も
う
一
つ
特
筆
す

べ
き
こ
と
は
、「
近
藤
薫
明
奨

学
基
金
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た

こ
と
で
す
。
近
藤
薫
明
先
生

の
お
名
前
が
光
り
輝
い
た
記

念
す
べ
き
出
来
事
で
す
。
少

な
く
と
も
旧
制
世
代
は
も
と

よ
り
、
早
い
回
生
の
同
窓
生

に
と
っ
て「
城
北
魂
」と
呼
ば

れ
る
近
藤
先
生
の
薫
陶
が
染

み
透
っ
て
い
る
筈
、
近
藤
先

生
ぬ
き
に
「
城
北
」
は
語
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
「
城
北
」
は
、

近
く　

周
年
を
迎
え
よ
う
と

７０

し
て
お
り
、
今
、
同
窓
会
、

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
調
性
が

高
ま
る
こ
と
必
定
で
す
。

　

偏
に
、
母
校
の
発
展
に
寄

与
す
る
同
窓
会
と
し
て
、
こ

だ
わ
り
の
な
い
、
活
気
あ
る

同
窓
会
に
し
て
ゆ
き
た
い
と

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
鐵
野

会
長
の
快
癒
も
併
わ
せ
て
。

大
町
山
荘
竣
工
式
に
は
出
ら

れ
な
い
か
も
」
と
い
う
電
話

が
あ
り
、
そ
の
数
日
後
、
緊

急
入
院
先
の
病
院
に
佐
藤
幹

会長代行
挨拶

⑥
規
約
会
計
細
則
に
つ
い
て

　

若
井
康
裕
理
事（　

回
生
）

１４

⑦
新
理
事
認
証　

新
任　

谷

本
秀
男（　

回
生
）同　

多
昌

１０

英
成（　

回
生
）同　

大
澤
一

１９

司（　

回
生
）　

再
任　

道
正

３３
太
郎（
５
回
生
）　

同　

石
橋

武
典（
７
回
生
）　

⑧
大
町
山

荘
の
件
他
を
吉
田
副
会
長
か

ら
報
告
。

　

大
町
山
荘
募
金　

同
窓
生

他
５
８
７
名　

４
７
０
万
円

　

教
職
員
、
理
事　

名　

２

７４

０
１
万
円

　

近
藤
薫
明
奨
学
基
金
決
定

者　

中
１　

２
名　

中
３　

１
名　

高
３　

２
名

　

こ
の
後
、「
名
簿
及
び
宛
名

シ
ー
ル
提
供
に
つ
い
て
」
と

「
埼
玉
城
北
と
の
関
係
」
質

問
が
あ
り
閉
会
と
な
っ
た
。

（
以
上
若
井
康
裕
理
事
の
書
記
録
よ
り
要
約
）

　

平
成　

年
度
の
ホ
ー
ム
カ

２０

ミ
ン
グ
懇
親
会
は
、
８
回
目

を
迎
え
た
。
今
年
か
ら
卒
業

　

年
以
上
経
過
の
卒
業
生
を

１０対
象
に
、８
回
目
に
因
ん
で
、

８
回
、　

回
、　

回
、　

回
、

１８

２８

３８

　

回
生
を
招
待
し
、
更
に
鐵

４８

財
産
で
あ
り
、
教
職
員
共
々
建
学
の

精
神
を
生
か
し
、
同
窓
会
と
の
絆
を

結
ん
で
ゆ
き
た
い
と
挨
拶
さ
れ
た
。

　

帖
佐
学
校
長（
同
窓
会
名
誉
会
長
）

か
ら
は
、
新
装
な
っ
た
大
町
山
荘
で

中
１
、
高
１
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
無
事
終
わ
り
、
施
設
の
評
判
が

大
変
良
か
っ
た
と
報
告
さ
れ
た
。
進

学
状
況
は　

パ
―
セ
ン
ト
と
の
こ
と

７０

（
東
大　

名
は
全
国　

番
目
）。勉
強

１２

６３

と
ク
ラ
ブ
活
動
が
高
い
レ
ベ
ル
で
共

存
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
と

語
っ
た
。

　

下
島
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か
ら
は
、
中
学

３
年
生
へ
「
保
護
者
が
語
る
自
分
の

仕
事
」
の
講
演
を
行
い
、
勉
強
と
仕

事
に
つ
い
て
考
え
る
場
を
提
供
し
て

い
る
と
の
こ
と
。
鐵
野
会
長
と
は
、

３
者
の
協
調
路
線
を
具
体
化
し
よ
う

と
話
し
合
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
た
。

　

こ
の
後
、
遠
藤
会
長
代
行
が
議
長

と
な
り
、
各
役
員
か
ら
の
議
事
案
件

の
発
表
と
承
認
が
執
り
行
わ
れ
た
。

①
平
成　

年
度
事
業
及
び
活
動
報
告

１９

　

吉
田
正
美
副
会
長
（
８
回
生
）
②

同
決
算
報
告　

霖
戸
川
睦
人
（　

回
１３

生
）
③
同
監
査
報
告　

森
田　

健

（
４
回
生
）
④
平
成　

年
度
事
業
及

２０

び
活
動
計
画　

吉
田
副
会
長　

石
川

雅
弥
理
事（　

回
生
）特
に
、
ホ
ー
ム

１３

ペ
ー
ジ
作
成
準
備
が
報
告
さ
れ
た
。

⑤
同
予
算　

霖
戸
川
副
会
長
よ
り
。

３
万
人
を
超
え
る
同
窓
会
員
は

本
校
の
誇
り
で
あ
り
財
産
と

大
町
山
荘
の
募
金

総
額
は
６
７
１
万
円

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
は
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
設
け
て
成
功

野
会
長
の
提
案
に
よ
り
今
年

か
ら
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
を
設
け
、
部
活
動
Ｏ
Ｂ
会

に
も
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と

と
な
っ
た
。
新
装
な
っ
た
大

食
堂
で
は
夏
目
副
幹
事
長
司

会
の
も
と
、遠
藤
会
長
代
行
、

薗
口
学
園
理
事
長
の
挨
拶
で

始
め
ら
れ
た
。
帖
佐
学
校
長

は
じ
め
Ｏ
Ｂ
教
諭
の
顔
も
見

ら
れ
た
。
な
お
、対
象
回
生
、

部
活
動
Ｏ
Ｂ
の
ラ
グ
ビ
ー

部
、
柔
道
部
、
サ
ッ
カ
ー
部
、

水
泳
部
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
等

各
Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
歓
談
の
輪

が
広
が
り
、
盛
況
の
内
に
お

開
き
と
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら

の
同
窓
会
の
活
性
化
に
有
意

義
な
一
日
と
な
っ
た
。

（
石
川
敏
康
）

同
窓
会
よ
り
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
寄
贈

　

大
町
山
荘
改
修
完
成
後
、
同
窓
会
よ

り
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
提
供
、
玄
関
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
鐵
野
会
長
た
っ

て
の
要
望
が
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。 ▲元教諭のOBが勢揃い

招
待
対
象
回
生

第
９
回
生（
昭
和　

年
３
月
卒
業
）

３２

第　

回
生（
昭
和　

年
３
月
卒
業
）

１９

４２

第　

回
生（
昭
和　

年
３
月
卒
業
）

２９

５２

第　

回
生（
昭
和　

年
３
月
卒
業
）

３９

６２

第　

回
生（
平
成
９
年
３
月
卒
業
）

４９
●
来
年
の
招
待
ク
ラ
ブ
は
野
球
部
・

剣
道
部
・
弓
道
部
・
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・

美
術
部
で
す
。
来
年
は
第
９
回
目
で

す
。
９
・　

・　

・　

・　

の
各
回
生
を

１９
２９
３９
４９

お
招
き
し
ま
す
。
来
年
も
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
文
化
部
・
運

動
部
の
Ｏ
Ｂ
会
の
皆
様
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
又
、
対
象
回
生

以
外
の
方
々
も
ど
う
ぞ
ご
参
加
下
さ

い
。

●本号発刊と同時に同窓会のホームページが始動しました。あなたのパソコンを次にクリックしてみて下さい。http://johoku-obkai.com/
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チ
箱
か
ら
取
り
出
し
た
便
を

デ
ッ
キ
グ
ラ
ス
に
塗
り
、
兄

か
ら
借
り
た
日
本
寄
生
虫
図

鑑
を
頼
り
に
顕
鏡
し
た
こ
と

は
、
今
で
も
鮮
明
に
記
憶
し

て
い
る
。

　

可
愛
い
な
と
思
っ
て
い
た

女
生
徒
の
検
体
を　

歳
の
検

１７

査
師
？
は
複
雑
な
思
い
で
検

査
し
た
。

　

先
日　

何
年
ぶ
り
に
城
北

３０

学
園
を
訪
れ
、
す
っ
か
り
変

貌
し
た
母
校
を
拝
見
し
た
。

建
物
の
充
実
、
生
徒
数
の
増

加
、
何
に
も
ま
し
て
優
秀
大

学
へ
の
進
学
率
の
向
上
な
ど

素
晴
ら
し
い
進
学
校
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
大

変
嬉
し
く
思
っ
た
。
ラ
グ
ビ

ー
部
卒
業
生
と
し
て
は
現
在

の
ラ
グ
ビ
ー
部
の
状
態
は
物

足
り
な
い
が
、
こ
れ
も
進
学

校
の
宿
命
か
も
し
れ
な
い
。

　
　

年
前
、
城
北
学
園
近
く

３０
の
人
に
、
私
も
あ
の
学
校
の

卒
業
生
で
す
、
と
、
言
っ
た

と
こ
ろ
、
最
近
は
城
北
も
良

い
学
校
に
な
り
ま
し
た
ね
、

と
言
わ
れ
、
苦
笑
し
た
の
を

思
い
出
し
た
。

庭
に
水
泳
プ
ー
ル
を
造
っ
た

と
き
は
赤
土
の
運
び
出
し
を

生
徒
も
手
伝
っ
た
し
、
広
い

校
庭
の
一
角
の
畑
に
下
肥
を

撒
く
の
を
や
っ
た
事
も
あ
っ

た
。

　

高
校
２
年
生
の
時
だ
っ
た

と
思
う
が
、
全
校
生
徒
の
寄

生
虫
検
査
を
生
物
班
で
行
う

よ
う
に
言
わ
れ
た
。
同
級
生

の
西
田
君
と
２
人
で
、
マ
ッ

　

昭
和　

年
１
月
第
１
回
の

２６

東
京
中
学
ラ
グ
ビ
ー
大
会
が

現
在
の
秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場

で
行
わ
れ
た
。
準
決
勝
で
成

城
学
園
に　

対
０
で
負
け
て

１２

し
ま
っ
た
が
、
相
手
チ
ー
ム

に
は
、
後
に
ロ
カ
ビ
リ
ア
ン

か
ら
俳
優
に
な
っ
た
小
坂
一

也
君
や
、
名
指
揮
者
に
な
っ

た
小
沢
征
爾
君
も
い
た
。

　

関
東
中
学
ラ
グ
ビ
ー
大
会

と
名
を
変
え
た
こ
の
大
会
も

来
年
は　

年
を
迎
え
、
記
念

６０

大
会
が
開
催
さ
れ
る
事
と
な

り
、
小
沢
君
に
楽
団
の
指
揮

を
お
願
い
し
て
い
る
と
の
事

で
あ
る
。
私
は
大
会
旗
の
デ

ザ
イ
ン
を
頼
ま
れ
た
。
予
算

が
乏
し
い
た
め
専
門
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
は
無
理
の
よ
う
な
の

で
あ
る
。

　

当
時
の
高
校
の
生
活
は
楽

し
か
っ
た
が
、
現
在
で
は
想

像
出
来
な
い
事
が
多
々
あ
っ

た
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
校

　

先
日
、
古
い
資
料
の
中
に

数
葉
の
似
顔
絵
を
見
つ
け

た
。
城
北
学
園
時
代
に
先
生

方
や
同
級
生
を
描
い
た
も
の

だ
っ
た
。画
用
紙
も
黄
ば
み
、

鉛
筆
も
擦
れ
た
稚
拙
な
絵
だ

が
、
当
時
の
事
が
い
ろ
い
ろ

思
い
出
さ
れ
て
来
た
。（
図
）

　

私
は
ま
だ
戦
禍
の
跡
が
残

っ
た
昭
和　

年
か
ら
６
年
間

２３

城
北
学
園
に
在
学
し
た
。
正

確
に
言
う
と
、
城
北
学
園
ラ

グ
ビ
ー
部
に
在
籍
し
た
と
言

っ
て
も
良
い
ほ
ど
ラ
グ
ビ
ー

漬
け
の
６
年
間
だ
っ
た
。
始

業
前
１
時
間
の
朝
練
、
夕
は

隣
の
安
養
院
の
鐘
が
鳴
る
ま

で
が
練
習
時
間
だ
っ
た
。

城
北
学
園
生
の
頃
は
ラ
グ
ビ
ー
漬
け
の
６
年
間

恩
師
の
似
顔
絵
を
描
い
て
い
ま
し
た

本
庄
総
合
病
院
名
誉
院
長　

加
部　

吉
男（
６
回
生
）

はて、先生のお名前判ります？　右より宇川、村野、伊藤の各先生

� ������������������������������������������������������������

再生資源取扱リサイクル業

㈲村田商店
代表取締役　村田　稔

（９回生）
〒106-0031 東京港区西麻布2-11-8
TEL 03-3400-3349  FAX 03-3400-2528

西村運輸株式会社
代表取締役　西村信雄

（６回生）
〒178-0061 東京都練馬区大泉学園町3-5-8 

　　TEL 03-3925-4181㈹

度
が
あ
る
こ
と
を
聞
き
、
親

は
小
生
に
相
談
な
し
に
そ
れ

を
決
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

小
生
は
、
と
ま
ど
い
ま
し

た
が
、
部
活
も
決
め
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
や
る
し
か
な

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

ア
ル
バ
イ
ト
の
内
容
は
放

課
後
、
３
人
一
組
で
リ
ヤ
カ

ー
を
引
っ
張
っ
て
校
庭
周
囲

の
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る
こ
と
で

し
た
。
最
初
の
内
は
、
皆
ん

な
に
じ
ろ
じ
ろ
見
ら
れ
恥
ず

か
し
さ
で
赤
面
す
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
で
し
た
。

　

城
北
高
校
に
入
学
し
て
間

も
な
い
昭
和　

年
４
月
の
事

２９

で
す
。
父
兄
参
観
日
に
親
が

担
任
の
細
谷
先
生
に
「
な
に

か
社
会
に
役
立
つ
も
の
を
子

供
に
教
え
て
ほ
し
い
」と
依
頼

し
た
こ
と
か
ら
、
学
校
で
苦

学
生
の
為
の
ア
ル
バ
イ
ト
制

　

放
課
後
、
校
庭
で
は
部
活

の
生
徒
の
賑
や
か
な
声
が
羨

ま
し
く
聞
こ
え
る
中
を
、
黙

々
と
ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
し

た
。
時
に
は
仲
間
２
人
は
部

活
の
友
達
と
話
し
込
ん
で
い

な
く
な
り
、
１
人
で
ぽ
つ
り

と
リ
ヤ
カ
ー
を
引
っ
張
っ
て

い
る
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
外
で
は
、
校
舎
の

見
廻
り
で
、
ド
ア
、
窓
の
閉

め
忘
れ
等
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し

ま
し
た
。

　

又
、
定
期
的
に
職
員
会
議

の
後
始
末
で
灰
皿
や
、
机
の

拭
き
掃
除
を
行
い
、
遅
く
な

っ
た
時
は
細
谷
先
生
か
ら
カ

ツ
丼
や
天
丼
を
ご
馳
走
に
な

り
、
そ
の
時
の
美
味
し
か
っ

た
事
が
い
ま
だ
に
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

こ
ん
な
ア
ル
バ
イ
ト
を
約

２
年
半
続
け
て
月
５
千
円
の

手
当
て
を
戴
き
ま
し
た
。

　

卒
業
し
て
か
ら
、
す
ぐ
食

品
原
料
関
係
の
会
社
に
就
職

し
ま
し
た
が
、
初
任
給
が
６

千
円
位
だ
っ
た
と
記
憶
し
て

い
ま
す
し
、
ア
ル
バ
イ
ト
と

あ
ま
り
差
が
無
か
っ
た
と
い

う
の
が
実
感
で
し
た
。

　

不
肖
小
生
も
こ
の
貴
重
な

経
験
を
し
た
こ
と
が
、
激
動

と
改
革
の
時
代
の
変
化
に
も

動
じ
な
い
、
城
北
魂
が
培
わ

れ
た
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
３
月
、
イ
ン
パ
ー
ル

作
戦
の
激
戦
地
を
訪
ね
た
。

重
装
備
の
英
軍
に
対
し
長
躯

山
越
え
し
た
軽
装
備
の
日
本

軍
と
の
激
闘
で
あ
っ
た
。
参

戦
者
の
半
数
約
３
万
人
が
失

わ
れ
大
敗
し
た
。

　
　

日
夕
、
人
口　

万
人
の

２７

２２

イ
ン
パ
ー
ル
空
港
に
着
い
た

一
行
は
早
速
バ
ス
で
街
道
南

９
マ
イ
ル
地
点
の
２
９
２
６

高
地
・
レ
ッ
ド
ヒ
ル
へ
向
う
。

赤
茶
色
の
孤
立
し
た
丘
で
、

組
織
的
に
占
拠
し
た
イ
ン
パ

ー
ル
に
最
も
近
い
地
点
に
あ

る
。
麓
に
は
唯
一
の
日
本
の

平
和
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。
翌
日
、
南　

マ
イ
ル

２７

地
点
モ
イ
ラ
ン
の
チ
ャ
ン
ド

ラ
・
ボ
ー
ス
（
イ
ン
ド
独
立

の
功
労
者
）
博
物
館
を
訪
ね

た
。
見
渡
す
周
辺
の
要
所
、

西
方
の
山
々
は
か
つ
て
第　
３３

師
団
の
激
戦
地
で
あ
る
。

　
　

日
、　

マ
イ
ル
北
の
コ

３０

８６

ヒ
マ
に
立
っ
た
。
今
で
は
人

口
８
万
人
の
コ
ヒ
マ
は
当
時

は
要
衝
の
峠
で
あ
る
。
町
全

体
に
人
家
が
立
ち
並
び
、
雑

踏
す
る
車
の
中
を
人
々
が
活

発
に
活
動
し
て
お
り
激
戦
地

の
名
残
は
全
く
な
い
。

　

新
潟
県
高
田
編
成
の
福
永

 
転 
第　

連
隊
長
の
ご
子
息
保

う
た
た

５８

忠
氏
は
元
日
航
機
長
で
、
よ

く
イ
ン
パ
ー
ル
の
こ
と
を
話

題
に
出
し
た
の
を
思
い
出

す
。
彼
を
含
め
知
人
３
名
の

親
族
が
こ
の
作
戦
に
従
事
し

た
。
乾
季
に
も
拘
ら
ず
連
日

夜
間
に
雷
鳴
・
豪
雨
に
見
舞

わ
れ
た
。
雨
季
に
入
れ
ば
更

に
猛
烈
な
豪
雨
に
襲
わ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
当
時
の
ご
苦
労

が
偲
ば
れ
る
。

　

私
は
、
在
職
中
か
ら
今
次

大
戦
の
多
く
の
激
戦
地
を
自

ら
探
索
し
て
き
た
。
戦
中
戦

後
史
の
研
究
に
現
地
調
査
・

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
欠
か

せ
な
い
要
件
だ
。
現
場
に
立

つ
と
従
来
の
報
道
と
大
き
く

異
な
る
史
実
の
実
態
に
迫
れ

る
。
イ
ン
パ
ー
ル
も
ま
た
同

様
で
あ
っ
た
。

　

皆
川
三
郎
先
生
と
Ｂ
組
生

徒
と
の
身
近
な
出
会
い
は
昭

和　

年
４
月
に
皆
川
先
生
が

２９
３
年
B
組
担
任
に
な
ら
れ
た

時
が
始
ま
り
で
、
以
来　

年
５４

の
長
き
に
渡
り
ご
指
導
頂
く

師
弟
関
係
で
す
。

　

ク
ラ
ス
の
一
部
は
在
学
中

か
ら
先
生
宅
を
訪
問
し
、
卒

業
後
は
数
年
間
隔
で
の
ク
ラ

ス
会
開
催
に
御
出
席
頂
き
な

が
ら
生
徒
が　

歳
前
後
に
な

５５

る
平
成
３
年
に
は
本
格
的
な

ク
ラ
ス
会
開
催
を
と
幹
事
が

住
所
不
明
者
を
探
し
ま
く
り

　

月
９
日
に
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

１１
　

（
摩
天
楼
）
に
て
先
生
ご

６０夫
妻
と
生
徒　

名
計　

名
で

２２

２４

盛
大
な
ク
ラ
ス
会
開
催
と
な

り
、
そ
の
場
で
先
生
の
お
名

前
か
ら
今
後
の
名
称
は
三
郎

会
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

幹
事　

名
を
指
名
し
、
以

１０

後
は
毎
月
の
よ
う
に
池
袋
で

幹
事
会
を
開
催
し
、
こ
れ
を

機
会
に
毎
年
皆
川
先
生
宅
を

訪
問
す
る
こ
と
に
な
り
、
現

在
ま
で　

年
間
続
い
て
い
ま

１８

す
。

　

先
生
は
今
年
７
月
で
米
寿

を
迎
え
ら
れ
、
数
名
で
お
祝

い
に
伺
い
ま
し
た
。

　

平
成　

年
大
晦
日
に
奥
様

１１

（
和
子
夫
人
）に
先
立
た
れ
、

現
在
は
平
塚
市
の
次
女
宅
へ

転
居
さ
れ
、
次
女
夫
妻
、
お

孫
さ
ん
と
暮
ら
し
て
お
ら
れ

ま
す
。

　

我
々
出
来
の
悪
い
教
え
子

と
半
世
紀
を
越
え
る
お
付
き

合
い
で
す
が
、　

年
に
も
近

２０

い
毎
年
の
訪
問
を
次
女
の
真

理
子
さ
ん
夫
妻
が
「
父
の
誇

り
で
あ
り
、
家
族
の
自
慢
で

す
」
と
快
く
受
け
入
れ
て
下

さ
り
、
我
々
も
先
生
を
生
涯

の
師
と
仰
ぎ
感
謝
感
謝
で

す
。

苦
学
生
の
頃
の
思
い
出

佐
薙　

衛（
９
回
生
）

皆
川
先
生
と「
三
郎
会
」

石
橋　

武
典（
７
回
生
）

　

年
目
の「
イ
ン
パ
ー
ル
」訪
問

６５

霖
戸
川　

睦
人（　

回
生
）

１３

▲左から2人目皆川先生、右から2人目筆者▲インパール市内風景

㈱エス・ピー

取締役社長　櫻井日出夫
（７回生）

　　　　丸　栄
大小ご宴会（５～40名）受付け中

代表取締役　大月正男
（19回生）

〒174-0076 東京都板橋区上板橋2-31-1
　　　　　TEL&FAX 03-3934-1617

東上線名物
中国料理

すき焼  しゃぶしゃぶ  フランス料理

鐡　　寅
明治10年創業

代表取締役　鐡闢秀夫
（９回生）

〒350-0062 川越市元町1-9-3 
TEL 049-222-0102 FAX 049-224-8055

よし
とら
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ま
ま
個
条
書
き
に
し
ま
す

と
、

①
昭
和　

年
に
竣
工
、
平
成

４０

　

年
４
月
に
改
装
完
了
。

２０
②
建
坪
３
８
０
坪
、
生
徒　
９６

名
収
容
。

③
温
泉　

透
明
か
け
流
し
、

源
泉
が
近
く　

度
の
湯
。

６２

④
玄
関
ホ
ー
ル
に
生
徒
の
絵

画
を
展
示
。

⑤
広
々
と
し
た
生
徒
用
の
宿

泊
設
備
、
勉
強
部
屋
。

⑥
大
町
市
中
心
地
か
ら
８
キ

ロ
車
で　

〜　

分
。
４
月

１２

１３

〜　

月
の
開
業
。

１１

⑦
敷
地
内
で
キ
ノ
コ
を
栽
培

（　

月
が
旬
）。

１０

⑧
山
荘
周
辺
で
の
野
性
動
物

の
観
察
。
養
殖
中
の
鱒
を

狙
っ
て
熊
が
出
没
、
山
荘

前
の
ジ
ャ
リ
道
に
鹿
親
子

の
出
現
、

雑
木
林
に

猿
の
群
れ

な
ど
。

　

２
日
目

は
、
黒
部
ダ

ム
の
探
索
を

し
て
無
事
帰

途
に
つ
き
ま

し
た
。

　

同
窓
会
会

員
皆
様
へ

　

立
派
な
大

町
山
荘
に
改

装
さ
れ
ま
し

た
。
ク
ラ
ス

会
、同
期
会
、

家
族
旅
行
に

是
非
ご
利
用

を
お
勧
め
し

ま
す
。

護
」に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

投
稿
に
関
し
て
は
そ
の
ま

ま
直
接
掲
載
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
必
ず
事
前
に
内
容
の

確
認
を
す
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス

テ
ム
が
機
能
し
、
誹
謗
･
中

傷
の
類
を
排
除
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
入
れ
物
」は
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
と

一
緒
に
充

実
し
た
ホ

ー
ム
ペ
ー

ジ
に
し
た

い
と
思
い

ま
す
。
ご

協
力
を
お

願
い
い
た

し
ま
す
。

（
石
川
雅

弥
）

� ������������������������������������������������������������

　

待
望
の
城
北

学
園
同
窓
会
専

用
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
が
で
き
ま

し
た
。
ア
ド
レ

ス
は
上
記
の
通

り
で
す
。
是
非

覗
い
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
「
同
期
会
・
ク

ラ
ス
会
」

　

久
し
ぶ
り
に

旧
友
と
会
っ
た
ら
、
全
然
変

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
懐
か

し
い
日
々
を
思
い
出
せ
る
城

北
中
学
・
城
北
高
校
の
仲
間

と
の
再
会
の
記
録
で
す
。
こ

の
ペ
ー
ジ
か
ら
、
同
期
会
、

ク
ラ
ス
会
、
地
元
同
窓
会
、

ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｂ
会
の
案
内
、

過
去
の
報
告
一
覧
、
投
稿
等

の
ペ
ー
ジ
へ
と
進
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
写
真

も
あ
り
ま
す
。

「
会
報
誌
」

　

今
ま
で
発
行
さ
れ
た
会
報

誌
の
す
べ
て
の
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。　

各
会

報
誌
の
表
紙
の
画
像
、
ま
た

は
画
像
下
の
フ
ァ
イ
ル
名
を

ク
リ
ッ
ク
し
て
下
さ
い
。

「
あ
の
人
は
今
（
恩
師
･
卒

業
生
）」

　

城
北
学
園
出
身
の
卒
業
生

の
活
躍
ぶ
り
、
懐
か
し
い
恩

師
の
近
況
、
卒
業
生
の
会
社

・
お
店
な
ど
を　

ご
紹
介
し

ま
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、

「
活
躍
す
る
卒
業
生
た
ち
」、

「
懐
か
し
の
恩
師
た
ち
」、

「
卒
業
生
の
会
社
・
お
店
紹

介
」
へ
と
進
み
、
さ
ら
に
、

自
分
の
近
況
を
投
稿
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

「
城
北
学
園
昔
と
今
」

　

城
北
学
園
（
城
北
中
学
・

高
等
学
校
）
は
今
、
ど
う
な

っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
。
昔
の

城
北
学
園
は
ど
う
だ
っ
た
だ

ろ
う
か
。
昔
を
振
り
返
り
、

今
を
見
つ
め
ま
す
。
こ
の
ペ

ー
ジ
か
ら
、
１
９
４
７
年
か

ら
１
９
８
４
年
ま
で
の
城
北

新
聞
の
縮
刷
版
で
す
べ
て
の

ペ
ー
ジ
を
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

「
城
北
学
園
同
窓
会
よ
り
」

　

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
城
北

学
園
同
窓
会
を
運
営
し
て
い

る
理
事
会
か
ら
の
お
知
ら

せ
、登
録
住
所
の
変
更
、　

理

事
会
メ
ン
バ
ー
紹
介
、
さ
ら

に
、
定
例
総
会
や
理
事
会
の

様
子
が
報
告
さ
れ
ま
す
。

　
「
関
連
リ
ン
ク
」
か
ら
は
、

城
北
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運

用
規
定
や
個
人
情
報
に
関
し

て
は
「
規
定
・
個
人
情
報
保

同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
で
き
ま
し
た

会
報
誌
を
発
送
す
る
と
、
５

０
０
名
前
後
の
会
員
宛
が

「
宛
先
不
明
」
と
し
て
返
送

さ
れ
て
き
ま
す
。
最
近
の
卒

業
生
の
人
数
は
４
０
０
名
を

切
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

ま
ま
で
は
同
窓
生
の
実
質
会

員
数
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い

く
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま

す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
も
必
要
で

す
　

と
い
う
こ
と
で
、
住
所
不

明
者
を
ひ
と
り
で
も
少
な
く

す
る
た
め
に
皆
さ
ん
の
ご
協

力
が
必
要
で
す
。
同
期
会
、

ク
ラ
ス
会
、
Ｏ
Ｂ
会
等
の
幹

事
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
個
人

か
ら
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
住

所
変
更
者
や
不
明
者
の
住
所

が
判
明
し
た
ら
是
非
同
窓
会

事
務
局
宛
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
こ
の
よ
う
な
連
携
作
業

に
よ
り
、
さ
ら
に
同
窓
会
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
は
ず
で

す
。 

（
石
川
雅
弥
）

同
窓
会
で
最
新
の
住
所
録
と

印
刷
済
み
宛
名
ラ
ベ
ル
を
提
供
し
ま
す

　

今
年
の
総
会
で
、
各
卒
業

年
度
で
同
期
会
を
開
催
す
る

際
の
一
助
と
し
て
同
窓
会
か

ら
そ
の
学
年
の
最
新
住
所
録

と
印
刷
済
み
の
宛
名
ラ
ベ
ル

を
無
償
で
提
供
す
る
こ
と
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、

同
期
会
を
開
催
す
る
の
に
一

番
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
と
な
っ

て
い
る
名
簿
の
管
理
と
宛
名

ラ
ベ
ル
の
印
刷
を
同
窓
会
で

代
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同

窓
会
全
体
を
活
性
化
し
よ
う

と
い
う
施
策
で
す
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

　

も
ち
ろ
ん
、
３
万
２
千
人

近
く
の
会
員
住
所
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
で
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
一
部
の
方
か

ら
住
所
変
更
を
連
絡
し
た
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
古
い
住
所

改
築
な
っ
た
大
町
山
荘
に
同
窓
会

役
員
、有
志　

名
が
集
う

14
恩
田　

正
春（
７
回
生
）

に
会
報
誌
が
送
ら
れ
た
、
と

い
う
ク
レ
ー
ム
を
い
た
だ
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

理
由
と
し
て
は
、
事
務
局
に

ご
連
絡
い
た
だ
い
た
り
、「
宛

先
不
明
」
で
返
送
さ
れ
て
き

た
会
報
誌
か
ら
判
る
大
切
な

会
員
の
情
報
が
う
ま
く
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
反
映
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

同
窓
会
で
は
、
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の
更
新
作
業
に
伴
う
シ

ス
テ
ム
を
全
面
的
に
見
直

し
、
会
員
情
報
を
一
元
管
理

し
、
定
期
的
に
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
反
映
で
き
る
体
制
を
整

え
ま
し
た
。

住
所
録
と
ラ
ベ
ル
の
提
供

　

先
ず
、
会
の
責
任
者
か
ら

同
窓
会
よ
り
入
手
し
た
住
所

録
と
ラ
ベ
ル
は
同
窓
会
、
同

期
会
、
ク
ラ
ス
会
、
Ｏ
Ｂ
会

以
外
の
目
的
で
は
使
用
し
な

い
と
い
う
こ
と
を
確
約
す
る

申
請
書
を
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
こ
れ
は
、
個
人
情
報

の
保
護
の
た
め
に
重
要
な
手

順
で
す
。

　

同
窓
会
で
は
、
そ
の
申
請

に
基
づ
い
て
、

①　

該
当
す
る
会
に
所
属
す

る
全
員
の
最
新
名
簿

②　

住
所
が
判
明
し
て
い
る

会
員
の
み
の
名
簿

③　

右
記
会
員
の
印
刷
済
み

宛
名
ラ
ベ
ル

④　

住
所
不
明
会
員
の
み
の

名
簿

を
提
供
し
ま
す
。
こ
れ
等
は

無
償
で
提
供
さ
れ
ま
す
。

今
後
の
予
定

　

今
の
と
こ
ろ
、
住
所
管
理

が
主
体
で
す
が
、
す
で
に
一

部
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て

は
、
ク
ラ
ブ
創
設
以
来
の
会

員
の
住
所
録
の
作
成
も
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
同

窓
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク

ラ
ブ
の
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
会
員
の

住
所
録
を
提
供
し
て
い
た
だ

き
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
反
映

し
て
い
く
予
定
で
す
。
そ
れ

に
よ
り
、
同
期
会
だ
け
で
は

な
く
ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｂ
会
を
開

催
す
る
際
に
も
、
同
窓
会
か

ら
住
所
録
と
宛
名
ラ
ベ
ル
を

入
手
す
る
こ
と
が
で
る
よ
う

に
な
る
は
ず
で
す
。

毎
年
会
員
が
減
っ
て
い
ま
す

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
に
お
願
い

し
た
い
の
は
、
入
手
し
た
名

簿
を
ベ
ー
ス
に
住
所
変
更
者

や
住
所
不
明
者
の
住
所
を
発

掘
し
て
同
窓
会
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
更
新
を
す
る
た
め
に
大

変
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
全
卒
業
生
の
約
３

分
の
１
に
相
当
す
る
１
万
名

ほ
ど
の
会
員
の
住
所
が
不
明

で
す
。
２
万
名
強
の
会
員
に

城北学園同窓会の
ホームページアドレス

http://johoku-obkai.com/

大
町
山
荘
訪
問
記

　

学
園
創
立　

周
年
記
念
事

６５

業
の
一
環
と
し
て
の
改
装
な

っ
た
大
町
山
荘
を
同
窓
会
役

員
、
有
志
一
同
が
８
月
末
に

訪
ね
て
来
ま
し
た
。

　

途
中
、
流
鏑
馬
の
始
祖
と

し
て
も
有
名
な
諏
訪
大
社
に

参
拝
、
信
州
そ
ば
で
昼
食
を

と
り
、
霧
が
発
生
す
る
中
北

ア
ル
プ
ス
の
山
々
を
垣
間
見

つ
つ
美
ヶ
原
高
原
を
通
過
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
松
本
城
を

車
窓
か
ら
眺
め
松
本
市
、
大

町
市
を
経
由
し
て
大
町
山
荘

に
到
着
し
ま
し
た
。

　

山
荘
は
、
雑
木
林
と
松
の

大
木
に
囲
ま
れ
た
別
荘
地
の

一
画
に
あ
り
、
一
際
目
立
つ

存
在
で
す
。

　

大
町
山
荘
の
概
要
を
管
理

人
の
峯
廣
さ
ん
か
ら
伺
っ
た

▲山荘全景と14人のメンバーたち（左は運転手さん）

　おのざわ歯科
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に
同
窓
会
有
志
の
協
力
の
も

と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

道
正
さ
ん
は
社
会
派
報
道

カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
、
長
い

こ
と「
週
刊
新
潮
」の
グ
ラ
ビ

ア
を
担
当
さ
れ
、
そ
の
間
に

撮
影
さ
れ
た
カ
ッ
ト
は
数
万

点
に
も
及
ぶ
、
膨
大
な
も
の

で
す
。
今
回
は
時
代
の
焦
点

を
昭
和
の
後
半
に
あ
て
て
、

約
１
５
０
点
ば
か
り
を
選

び
、
そ
の「
状
景
」を
展
示
・

鑑
賞
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。　

年
代
を
中

６０

心
に
著
名
な
政
治
家
や
芸
能

人
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
・
芸
術

家
な
ど
の
写
真
も
多
く
、
た

く
さ
ん
の
来
場
者
も
作
品
の

一
点
一
点
を
確
か
め
る
よ
う

に
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。
同
窓
会
が
、
生
徒
の
文

化
祭
に
参
加
す
る
と
い
う
初

め
て
の
企
画
で
し
た
が
、
２

日
間
に
わ
た
り
大
盛
況
の
も

と
に
、
幕
を
閉
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 
（
渡
辺　

修
）

快
晴
に
恵
ま
れ
た
体
育
祭

　

快
晴
に
恵
ま
れ
た
９
月　
１３

日
、
今
年
も
体
育
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
中
学
１
年
生

か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
、
全

校
生
が
一
堂
に
会
す
る
一
大

イ
ベ
ン
ト
と
も
い
え
ま
す
。

競
技
は
赤
・
白
・
緑
の
３
色
に

分
か
れ
て
競
わ
れ
ま
し
た
。

大
縄
飛
び
・
騎
馬
戦
・
綱
引
き

な
ど
、
新
旧
の
競
技
を
織
り

混
ぜ
な
が
ら
、
入
学
前
児
童

や
保
護
者
・
教
職
員
の
参
加

も
得
て
、終
日
、楽
し
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
展
開
、
今
年
は
緑

組
が
優
勝
し
ま
し
た
。

文
化
祭
の
開
催

　

今
年
で　

回
目
を
迎
え

６８

た
、
恒
例
の
文
化
祭
が
９
月

　

日
・　

日
の
両
日
に
開
か

２０

２１

れ
ま
し
た
。
今
年
か
ら
新
た

に
同
窓
会
も
加
わ
っ
て
、
実

に　

以
上
の
参
加
団
体
が
、

８０
展
示
や
ス
ポ
ー
ツ
、
縁
日
・

演
奏
・
演
劇
な
ど
、
あ
る
い

は
、
屋
台
ま
で
繰
り
出
し
て

楽
し
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
２
日
間
で
９
千
名

を
超
え
る
入
場
者
で
あ
ふ

れ
、
城
北
人
気
は
衰
え
る
こ

と
な
く
、
今
年
も
大
盛
況
で

し
た
。

　

去
る
４
月
２
日
、
城
北
学

園
の
校
歌
を
作
曲
さ
れ
た
市

村
（
旧
姓
梨
本
）
丈
一
先
生

が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享

年　

歳
。

９１

　

先
生
は
武
蔵
野
音
楽
大
学

を
卒
業
後
、
終
戦
の
年
の
昭

和　

年
に
音
楽
科
講
師
と
し

２０
て
本
校
に
赴
任
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
翌
年
、
当
時
の
校

長
・
近
藤
薫
明
先
生
か
ら
依

頼
さ
れ
、
創
立
後
間
も
な
い

城
北
学
園
の
校
歌
作
曲
に
あ

た
ら
れ
ま
し
た
。
作
詞
は
、

当
時
、「
万
葉
集
」
研
究
の

第
一
人
者
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
た
武
田
祐
吉
博
士
（
国

学
院
大
学
教
授
）
で
し
た
。

作
曲
に
あ
た
っ
て
、
先
生
は

当
時
の
城
北
学
園
周
辺
に
ひ

ろ
が
る
、
広
大
な
武
蔵
野
の

田
園
風
景
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ

な
が
ら
、
何
よ
り
も
、
若
々

し
く
清
新
な
曲
づ
く
り
を
心

が
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
先
生
は
母
校
の

長
野
県
須
坂
市
の
須
坂
高
校

に
移
ら
れ
、
さ
ら
に
上
田
千

曲
高
校
か
ら
長
野
高
校
へ
赴

任
。
そ
の
後
、
長
野
県
佐
久

市
の
「
佐
久
学
園
」
佐
久
長

聖
高
校
へ
転
任
さ
れ
、
草
野

心
平
氏
（
芸
術
院
会
員
）
の

作
詞
で
佐
久
長
聖
高
校
の
校

歌
を
作
曲
さ
れ
た
り
、
上
田

市
に
市
民
合
唱
団
を
創
設
し

て
、
信
州
の
民
話
を
も
と
に

オ
ペ
ラ
を
創
作
さ
れ
た
り
し

て
、
積
極
的
に
音
楽
活
動
を

展
開
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
実
績
が
高
く
評

価
さ
れ
、
平
成　

年　

月
に

１１

１１

は
上
田
市
の
市
制　

周
年
記

８０

念
式
典
に
お
い
て
「
教
育
文

化
功
績
賞
」
を
授
与
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。 
（
渡
辺　

修
）

訃音

慎
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

市
村
丈
一
先
生（
校
歌
作
曲
者
）ご
逝
去
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平成19年度　同窓会決算書
平成19年4月1日～平成20年3月31日

（単位：円）

差　異19年度決算 19年度予算項　目

097,535,265 97,535,265前期繰越金

収入

05,205,5005,205,500　平成18年度卒終身会費

73,62693,62620,000　雑収入

73,6265,299,1265,225,500　　　収入合計①

支出

30,560599,440630,000　旅費・交通費

230,927119,073350,000　交際・会議費

693,475306,5251,000,000　総会費

1,398,0762,301,9243,700,000　会報費

45,530114,470160,000　通信費

△21,085121,085100,000　物品購入費

△36350,36350,000　雑費

50,40049,600100,000　予備費

050,000,00050,000,000　特別会計予算

2,427,52053,662,48056,090,000　　　支出合計②

2,501,146△48,363,354△50,864,500　　　収支合計①－②

49,171,91146,670,765　　　次期繰越金

平成19年度特別会計予算、大町山荘改修資金　￥50,000,000- は
平成19年6月14日、三菱東京UFJ銀行・大山支店より三井住友
銀行・常盤台支店、学校法人城北学園へ振込み完了。
　繰越金明細
　　三井住友銀行　　　常盤台支店　普通預金　　1,974,954円
　　三菱東京UFJ銀行　大山支店　　普通預金　47,196,957円

上記の収支報告書は監査の結果相違ないものと認めます。
　　平成20年4月12日
　　　　　　　　　　　監　事　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　監　事　　　　　　　　　　　印

� �������������� �������� �������� �����

� �������������� �������� �������� �����

平成20年度　同窓会予算書
平成20年4月1日～平成21年3月31日

（単位：円）

20年度予算項　目19年度決算項　目

49,171,911前期繰越金97,535,265前期繰越金

収入

4,770,500　卒業生終身会費5,205,500　卒業生終身会費

160,000　雑収入93,626　雑収入

4,930,5005,299,126　　収入合計①

支出

500,000　旅費・交通費599,440　旅費・交通費

130,000　交際・会議費119,073　交際・会議費

700,000　総会費306,525　総会費

3,500,000　会報費2,301,924　会報費

130,000　通信費114,470　通信費

120,000　物品購入費121,085　物品購入費

50,000　雑費50,363　雑費

50,000　予備費49,600　予備費

0　――――50,000,000　特別会計予算

500,000　事務処理費

320,000　AED寄付

6,000,00053,662,480　　支出合計②

△1,069,500△48,363,354　　①－②

48,102,41149,171,911　　次期繰越金

●大町山荘入口右手に次の銅版が飾られています。（全文）
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平成20年度大学入試結果　　　平成20年4月15日現在

計
理文

大学名
浪現浪現

11北　海　道
5311東　　北
33筑　　波
4211埼　　玉
431千　　葉
122424東　　京
1697東京工業
1266一　　橋
11東京医科歯科
0東京外国語
312東京学芸
413東京農工
422電気通信
11542横浜国立
11名 古 屋
3111京　　都
0大　　阪
11神　　戸
11九　　州
82411首都大学東京
22横浜市立
13751その他国公立
10940401514国公立大学合計

1,041314266268193大学総計

計
理文

大学名
浪現浪現

121326青山学院
14167学　習　院
1248北　　里
9420203024慶応義塾
954工　学　院
312國　學　院
321国際基督教
1046駒　　澤
463017芝浦工業
2455122上　　智
141256成　　蹊
752成　　城
321専　　修
581252318中　　央
22東　　海
33東京慈恵会医科
20137東京電機
633東京農業
954東京薬科
122555917東京理科
1064東　　邦
14113東　　洋
312獨　　協
531392110日　　本
287597法　　政
431武　　蔵
33武蔵工業
9718114820明　　治
22明治学院
34212011立　　教
12130273529早　稲　田
0同　志　社
55立　命　館
863928109その他私立
932274226253179私立大合計

◎国公立大学 ◎私立大学

●その他国公立内訳
現役弘前�　東京海洋�
新潟�　浜松医科�　防衛�
浪人山形�　宇都宮�　山梨�
新潟�　広島�　琉球�
防衛医科�
●医、歯、薬系合格校
医現役千葉�　筑波�　新潟�
浜松医科�
浪人名古屋�　山形�
横浜市立�　山梨�　新潟�
琉球�　防衛医科�
歯浪人東京医科歯科�

●医、歯、薬系合格校
現役
北里（医… 2）、日本
医科（医… 2）、杏林
（医…1）、順天堂（医
…1）、帝京（医…1）、
日本（医… 1）、埼玉
医科（医… 1）、明海
（歯…3）、日本（歯…
1）、日本歯科（生命
歯… 1）、東京理科
（薬…5）、北里（薬…
3）、昭和（薬…3）、慶
応義塾（薬… 2）、東
京薬科（薬… 2）、帝
京（薬…1）、日本（薬
… 1）、星薬科（薬…
1）、武蔵野（薬…1）、
明治薬科（薬… 1）、
城西（薬…1）
浪人
順天堂（医…5）、日
本（医…5）、日本医
科（医…4）、杏林（医
…4）、昭和（医…3）、
東京医科（医…3）、
東邦（医…3）、東京
慈恵会医科（医…
3）、北里（医…1）、
聖マリアンナ医科
（医… 1）、埼玉医科
（医… 1）、岩手医科
（医… 1）、金沢医科
（医… 1）、愛知医科
（医…1）、日本（松戸
歯… 1）、日本歯科
（生命歯… 1）、明海
（歯…1）、鶴見（歯…
1）、星薬科（薬…2）、
北里（薬… 1）、東京
理科（薬… 3）、東京
薬科（薬… 3）、昭和
薬科（薬… 2）、慶應
義塾（薬… 1）、明治
薬科（薬… 1）、城西
（薬…1）

▲部対抗リレー風景

▲右が道正カメラマン
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今
回
は
新
企
画
と
し
て
、

同
窓
会
も
生
徒
た
ち
と
一
緒

に
、
文
化
祭
に
参
加
し
て
み

た
い
と
い
う
、
強
い
希
望
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
写

真
家
と
し
て
著
名
な
道
正
太

郎
さ
ん
（
５
回
生
）
に
お
願

い
し
て
、「
道
正
太
郎
写
真
展

『
昭
和
後
半
の
状
景
』」と
題

し
、
作
品
を
発
表
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
計

画
を
進
め
て
行
く
う
ち
に
、

一
教
室
全
体
を
占
め
る
規
模

の
大
き
な
展
覧
会
と
な
り
、

会
場
作
り
は
文
化
祭
の
前
日

▼
今
回
の
同
窓
会
報
が　

号
で
あ

２１

る
こ
と
が
判
明
、創
刊
は
昭
和　

年
４１

で
あ
っ
た
。な
お
、今
年
か
ら
常
任
幹

事
会
通
信
を
廃
止
し
、同
窓
会
報

を
総
会
を
終
え
た
年
度
内
に
発
刊

す
る
こ
と
に
し
た
。会
計
年
度
と
合

わ
せ
て
効
率
化
を
計
っ
た
。▼
懸
案
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
愈
々
本
号
発
刊
と

同
時
に
始
動
し
た
。情
報
発
信
が
幾

重
に
も
な
る
こ
と
で
、同
期
会
も
活

発
に
な
り
、そ
れ
が
同
窓
会
の
活
性

化
に
閘
が
る
こ
と
言
う
ま
で
も
な
い
。

▼
鐵
野
会
長
は
志
半
ば
に
し
て
大

病
に
倒
れ
退
任
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

が
、一
日
も
早
く
平
穏
な
日
常
生

活
に
戻
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

▼
去
る
９
月
、あ
る
会
合
で
鳥
取
城

北
高
校
の
渡
樌
由
章
理
事
長
と
席

を
隣
り
合
わ
せ
、城
北
の
誼
み
で
親

し
く
語
り
合
っ
た
。縁
と
は
ま
こ
と
不

思
議
な
も
の
で
あ
る
。 （
遠
藤
隆
司
）

大町山荘改修工事　竣工記念
　学園創立65周年を記念して行われた大町山荘改修にあたり、次の方々のご芳
志、ご尽力を賜りましたことに感謝を込めてここに記します。
１、寄付〈団体の部〉城北学園PTA殿
　　　　　　　　　城北学園同窓会殿
　　　　　　　　　城北学園教職員一同殿
　　　　〈個人の部〉井上善雄殿、戸口登殿、岸野禎夫殿、霖戸川睦人殿、根本進

殿、高山治朗殿、新倉弘識殿、その他581名殿
２、設計監理　宮崎均／（株）REP研究所殿
３、施　　工　株式会社相模組殿

平成20年4月
学校法人城北学園

●本号発刊と同時に同窓会のホームページが始動しました。あなたのパソコンを次にクリックしてみて下さい。http://johoku-obkai.com/

　東京都宅地建物取引業協会会員
三井住友海上火災保険㈱代理店

㈲南雲商店
代表取締役　南雲芳憲

（24回生）
〒174-0064 東京都板橋区中台3-3-8 

TEL 03-3933-1681（不動産部）FAX 03-3935-0682
E-mail : y-nagumo ＠jcom.home.ne.jp

社団
法人

1F

2F

3F

4F

5F （夏季営業    ）のみ

店主　尾崎勝良
（１５回生）

〒174-0076 東京都板橋区上板橋2-2-16
TEL 03-3933-0616  FAX 03-3937-0241

長谷川製作所

長谷川幸雄
（７回生）

代表取締役　荒井政雄（7回生）
〒175-0082 東京都板橋区高島平1-79-3-101
TEL 03-3935-9710㈹　http://www.tomikoshi.co.jp

▲昭和30年代の池袋映画街

▲市村先生の遺影

９
千
名
の
入
場
者
が

文
化
祭

体
育
祭

緑
組
が
優
勝
に
輝
く


